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5．おわりに
1900年代の国語教育の最も重要な課題は，ローマ字教育であったにも関わらず，現代に至るま
で，この事実に関する精緻な研究が充分に行われてこなかった。本稿においても，紙幅の関係上
充分なデータや当時の思想家たちの言説を比較検討できなかった箇所もあるが，国語教育に対す
る当時の人々の認識が，今日では考えられないほど国家的規模の政策であったことは窺うことが
できた。国語調査会から端を発して，国語調査委員会，国語審議会，そして，現在の文化庁国語
分科会までの変遷を顧みると，当時の国語問題とは，国語学者，言語学者だけの問題ではなく，
あらゆる分野の研究者たちが携わった国家の重要な審議事項であり，また，そこには政治的イデ
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オロギーが色濃く関与していたのである。本稿では，ローマ字論におけるイデオロギーの箇所に
頁を割いたこともあり，具体的な国語教育におけるローマ字教育の実態に触れることができな
かったが，この点については，別稿に譲ることにしたい。
なお，本稿は，平成26（2014）年 5 月18日に，愛知産業交流センターで開催された第126回全
国大学国語教育学会の研究発表「言語学者藤岡勝二の国語観―1900年前後の言語学，国語学，国
語教育を巡って―」を基にしたことを，ここに記しておきたい。現場の実践研究が主たる目的の
学会でありながら，このような言語学史，国語学史に深い関心を抱く研究者も数多いたことにも
驚いた次第である。質疑応答の場において，藤岡の思想の本質を突いた鋭い意見もあり大変参考
になった。会場で様々な意見をくださった先生方に深甚より感謝申し上げたい。
さらに，平成27年度滋賀短期大学学長裁量経費の一部を得て，文献調査を行うことができた。
記して謝意を表したい。特に，滋賀県に関わる人物については，意識的に詳細な説明を施したこ
とを付記しておく。
註
1 ） 橋本進吉や時枝誠記が提唱した「詞」と「辞」は解釈こそ違えども，用語自体は，国学者鈴木朖から伝
統的に継承した名称である。とりわけ，時枝誠記は，「詞」は概念過程を表し，「辞」は概念過程を表さ
ないという心理学的な独特な解釈をしている。
2 ） 当時はウラル・アルタイ語族と呼ぶのが一般的であったが，現代言語学では，ウラル語族とアルタイ諸
語は峻別しなければならない。ウラル語族は語族（language family）として認知されているが，アルタ
イ諸語は，未だ語族と認められるには至っていない。
3 ） 藤岡勝二は，梵語学の碩学高楠順次郎とは盟友であり，高楠の後継者となったのは，藤岡の下で言語学
を修め，後にサンスクリット学者として知られた辻（旧姓福島）直四郎であった。
4 ） 井上円了の「漢字不可廃止論」や三宅雪嶺の「漢字尊重論」などの説もみられ，識者の間でも，ごく少
数であったが，漢字廃止に対する再考を促す動向もみられた。しかしながら，当時の政府の方針の主眼は，
紛れもなく，漢字廃止を前提にして，ローマ字と仮名文字の得失を調査することにあった。
5 ） この定義は，話し言葉のパロールを指しているのではなく，抽象的な言語共同体であるラングを想定し
ていると考えられる。
6 ） 本文は，イ（1996）p46より引用した。
7 ） 本文は，藤岡（1907）p157より引用した。
8 ） 本文は，藤岡（1907）p165より引用した。
9 ） 本文は，藤岡（1907）p190より引用した。
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